
農林水産業分野

現状・背景 研究（実用化）開発のポイント・先進性

研究（実用化）開発の目標

浜通り地域への
経済波及効果（見込み） これまでに得られた成果 開発者からの浜通り復興に

向けたメッセージ

　農林水産業における林業につい
ては、戦後植林し育った木の需
要が少ないことで手入れが行き届
かずに、木材の品質を高められな
いという負の連鎖が大きな問題と
なっています。

　地域環境に対しては、すでに炭素を固定した老
木を伐採し若木を植林することで、さらなる炭素
固定の推進が望まれています。地域木材、特に伐
採期を迎えた大丸太の継続的な需要によって地元
林業の活性化の推進とともに、地球温暖化への貢
献が期待されます。
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新規接合金物　
　M タイプはせん断耐力が 25KN、L タ
イプは 30KN と明確な耐力証明がされ
ました。

　地域の山林で育った地域材の需要を生
み、林業や木材加工・流通・設計業務な
ど地域経済の発展サイクルの一助となる
ことが期待できます。

　本プロジェクトの接合方法を木造建築業界へ
普及させ、国内における中大規模木造建築の加
工・施工の労務費の削減や美観上の優先性を取
得していきます。
　販売は金物とビスのセットでの販売を考え、各
木材プレカット業者でも容易に手に入れられるよ
うにします。目標は、中大規模木造建築にかかわ
る大半にシェアしていければと考えています。

　開発中の接合金物の特徴は柱と梁の接合をひっかけるだけのワン
タッチで完了する点にあります。従来の接合金物は接合の仕上げとし
て複数のドリフトピンを打ち込む必要があり、建築規模が大きくなり
接合部が増加するにともなって現場作業量も増大します。同時に部材
側面にはピンや金物が露出し美観上の課題となっていました。しかし、
新規開発の接合金物は接合面のみの露出にとどまり工夫によって全て
隠蔽することが可能となります。この特徴により労務量の削減に加え
て美観上の優位性を獲得することが可能となります。又、ワンタッチ
でひっかける構造によって取り外しもワンタッチとなります。

　建設現場での労務不足が深刻化しておりその対
応策として高い技能を必要としない工法の採用が
あります。これにより、異業種からの人材確保な
ど広く人材を確保することが可能になります。ま
た、現場作業工程の簡略化により労務量自体を大
幅に削減することで問題解決にも貢献します。ま
た、同時に工期短縮と、規格部材の使用により廃
棄物が削減し低コスト低環境負荷が実現できます。

中大規模木造建築物に対応した新たな接合方式の開発

実施期間：2017年度～ 2018 年度　実用化計画開発実施場所：いわき市

　中大規模木造建築物の柱－梁接合部、梁－梁接合部に対応した新規接合金物の開発。具体的には、新規金物接
合部として想定する接合部せん断耐力の性能試験、火災時の耐火性能試験、中大規模木造建築物に使用される大
断面木材用に対応した接合部せん断耐力性能試験、又、今後 CLT パネル構法建物の増加を見込んで引張り接合部
の新規金物の開発を行います。
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研究（実用化）開発の目標

　国の科学技術政策は Society5.0
という「超スマート社会」構築の
ための基盤技術開発を推進してい
ます。スマート農業や農業 ICT/
IoT の技術はニーズに合わせて現
場で試行錯誤しながら開発する必

要があります。幸いなことに、この事業では帰村
して農業再生を目指す農家の方々と本音の付き合
いをさせて頂いているので、現場ニーズを直ぐに
ICT/IoT に結び付けられます。今年度オープンし
た Web システムを活用しながら、都会に住む人々
に魅力を発信し、地元と都会の若い力を結集して
浜通り地域で新しい農業技術の芽を育て、地域の
復興に貢献したいと思います。

東京大学大学院
農学生命科学研究科

教授
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放牧牛の定時画像

Wi-Fi カメラとリモート水門操作 子牛サーモ＆実画像

LTE-SIMカメラ

■可搬型デバイス HALKA（5 万円程度）
　機　能： ①センサの測定値を自動アップロード　

②スマホで測定値を確認　
　接続性： 接続できるセンサ（温度、湿度、気圧、

導電率、水位、土壌水分、空間放射線
量等）

■改良型スマート電柵（価格未定）

■牛健康診断モニタリングシステム（開発中）
　機能： ①放牧牛の定時画像モニタリング　

② 水 飲 み 場 の 水 質 モ ニ タ リ ン グ　
③畜舎内の子牛サーモ画像モニタリング　
④畜舎内の空気環境モニタリング

■  ICT 営農管理システムで生産者と消費
者を繋ぐ Web サイト

　http://madeiuniv.jp/connect/

　本事業で開発している技術は商業電源
を確保できないフィールドで ICT/IoT 機
器を使えるようにするものです。今年度
は浜通り地域のメーカーと共同開発する
ため交渉を始めました。来年度順調に協
力関係が進めば、飯舘村生まれのオリジ
ナル loT 機器が国内外に販売され、地域
の経済波及効果に繋がるでしょう。また、

「ICT 営農管理システムで生産者と消費
者を繋ぐ Web サイト」を公開しました。
このページを利用しながら飯舘村オリジ
ナルの IoT 機器や農畜産物（牛、花卉、
コメ）などの販売に貢献できそうです。

①  5 万円程度の可搬型デバイス HALKA の工場
生産（昨年度から継続）

② 電柵の通電と電池の消耗状況を遠隔地から監視
③ 水田水口の水門をカメラで確認しながら大雨の際

の放射性セシウムを含む濁水の水田流入の防止
④ 放牧牛の健康状態を定時モニタリング画像と

動画により把握
⑤ 畜舎内の子牛体温やアンモニア濃度データと

動画の AI 解析による健康診断ツールの開発

　今年度の開発のポイントは、昨年度開発した IoT 機器の改良と飯舘
牛の復活を支援する牛健康診断システムの試作です。可搬型デバイス
HALKA はソーラーパネルが追加されたことにより電池交換が不要にな
りました。スマート電柵は Wi-Fi の他、最新の LTE に対応することによ
り携帯電波が入る場所ならばどこでも使えるようになりました。また、
フィールド Wi-Fi 技術により水田水口の水門を動画で確認しながら水管
理できるようにしました。さらには LTE-SIM とソーラーパネルを使っ
て放牧地や畜舎から牛の画像配信が可能となり、牛の健康を診断するた
めの相対体温やアンモニア濃度をモニターできるようになりました。

　飯舘村では 2017 年 4 月に一部の地区を除き
避難指示が解除されてから 2 年になりますが、
実質的な帰村者は高齢者がほとんどです。しか
し果敢に農業の再生にチャレンジしている農家
がいます。一方、国は ICT/IoT や AI、ロボット
を利用したスマート農業を推進しています。こう
した中で、本事業は ICT を積極的に活用して飯
舘村から新しい農業を創出しようとしています。

安全な農畜産物生産を支援する ICT営農管理システムの開発

実施期間：2017年度～ 2018 年度　実用化計画開発実施場所：飯舘村

　スマホやタブレット端末から農畜産物生育の状況を画像やセンサで確認する ICT営農管理システムを開発しまし
た。特に、今年度は飯舘牛の復活を目指す畜産農家と協力して放牧牛の画像を 1時間ごとに LTE-SIM 経由で取得
したり、畜舎内の子牛の相対体温やアンモニア濃度をモニターできるようにしました。また、昨年度開発したフィー
ルドWiFi を利用してリモートで水田水口の水門を動画で確認しながら操作できるようにしました。
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2018年度版　浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト　　福島県地域復興実用化開発等促進事業




